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想していなかった。フィンさんは 2009 年，博士号を取得する 1 年前に就職活動を始めた。
大学の専任教員の職を探し始めてもう 4 年になる。この 4 年間で彼女が応募した回数は
75 件にのぼる。そして，そのために 2000 ドル以上の経費がかかった。その内訳は，書類
の郵送料，成績証明書の発行費，学会の会費，4 回の学会出張費，オンライン書類管理サー





















本料が 19 ドル，5 年間になると 57 ドルである。応募者は基本料に加えて，書類の送付を
依頼するたびに手数料を払わなければならない。その費用は，電子メールか国内郵便によ

















































　 1 日平均で約 4000 人がケルスキーさんのブログを見ている。コンサルタントでもある
ケルスキーさんの主な仕事は応募書類のチェックである。これにかかる費用は 1 時間当た
り 100 ドルである。１つの履歴書の修正に 100 ドルかかる。50 分にわたる面談は 200 ド
ルである。専任職を得た人に対しては労働条件の交渉術を伝授する。メールによる相談の
場合は 5 回のメールのやり取りで 200 ドルである。ケルスキーさんはこれまで約 200 人に





















 （2013 年 3 月 15 日号）
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訳者あとがき
　本稿はアメリカで発行されている高等教育に関する週刊専門新聞『高等教育クロニクル』
に掲載された記事の翻訳である。筆者はステイシー・パットンさんである。
　学位社会のアメリカでは博士号の取得者の数が日本に比べるとかなり多い。企業や初等・
中等教育の分野での博士の受け入れ態勢は日本に比べると充実しているように思われる。
しかし，大学の専任教員職への門戸は年々厳しくなっている。応募件数が多くなるとそれ
にかかる費用もかさんでくる。本稿では応募にかかる費用に悩む博士たちが紹介されてい
る。
　最近は専任の大学教員の募集に関して日米に共通した状況が見受けられる。人件費の抑
制のため専任教員の数を絞り，その代り契約教員（アメリカでは終身在職権を目指さない
教員）や非常勤講師の割合が大きくなってきている。その結果，いわゆる「高学歴ワーキ
ングプア」が増加している。この傾向が続くと博士課程への進学率の減少が起こるであろ
う。今後，大学教育の質保証を確実なものにするためには大学は専任教員の比率を上げ，
学生が多面的な成長ができる教育環境を整備することが不可欠である。
